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5．ポジトロン医薬品による診断

伊 藤 健 吾（名古屋大学医学部放射線科）

　昨年の米国核医学会総会のハイライトで米国

Johns　Hopkins大学のHenry　N．　Wagner教授は腫瘍

学をPET／SPECTの新しいエンジンと表現した．米

国を中心にいわゆるクリニカルPETが盛んになる

につれPETによる腫瘍診断の件数が急速に増えて

いる．なかでも18F－fluorodeoxyglucose（18F－FDG）に

よる検査が多く頭頸部，胸部　（肺，縦隔，乳腺

等），腹部（肝，膵，直腸等）を中心として臨床的有

用性が数多く報告されている．自験例も含めて18F

FDGによる腫瘍診断では，1）悪性度の判定を含む

良悪性の鑑別診断，2）転移の診断（ステージン

グ），3）治療効果判定などの有用性が報告されてい

るが，炎症への集積など問題点も明らかになって

きている．18F－FDGはグルコース代謝のトレーサと

いう性質と18Fの半減期が約110分という使い易

さから今後もPETによる腫瘍診断において中心的

に用いられると思われる．2°iTICIを始めとする

SPECTによる腫瘍診断との比較はもちろんのこ

と，CT，　MRIなどの形態学的診断法との役割分担

を明らかにする必要がある．i8F－FDGについで使用

頻度の高いのはiiC－methionineである．11C－methi－

onineはアミノ酸代謝のトレーサであり，脳腫瘍，

肺腫瘍の診断に有用である．iic－thymidineは核酸

代謝のトレーサであり，治療効果判定においては

llC－methionineとともにi8F－FDGよりも優れている

が合成が容易とは言えず普及していない．いずれ

にしても，これらの11C標識薬剤は半減期が20分

という制約から，使用できるのはサイクロトロン

を持つPETセンターに限られてしまう．したがっ

て，これらに替わる18F標識薬剤が期待されてい

る．このほか18F．fluoroestradiolなどによるホルモ

ンレセプターの評価やi8F－fluorouracilによる治療効

果の予測など治療に直結した情報を得るのが新し

い方向であり，12‘1標識モノクローナル抗体による

腫瘍吸収線量の推定も試みられている．PETによ

る腫瘍診断をより有用なものにするため，PETそ

のものの改良も進められており，全身画像の撮像

はその一例である．今後もPETによる腫瘍診断は

SPECTと並んで発展していくと思われるが，サイ

クロトロンを持つPETセンターの設置は数が限ら

れるので，薬剤の供給体制が最も重要な課題であ

る．わが国でも，健康保険に裏打ちされた医薬品

としての18F標識薬剤を，サイクロトロンを持つ

PETセンターあるいは放射性医薬品のメーカーか

ら商業ベースで供給する体制が必要である．現在

のポジトロン標識薬剤を，このシンポジウムの表

題のようにポジトロン医薬品と言い換えることが

できるようにすることが，PETによる腫瘍診断普

及の鍵となっている．
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